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○○
限り「知」の集積と活⽤の場の展開⽅向（概要）

○ 我が国農林水産・食品産業の成長産業化のため、農林水産・食品分野に他分野の知識・技
術・アイデアを導入し、オープンイノベーションにより革新的な研究開発を行い、商品化・
事業化につなげる、新たな産学連携研究の仕組み（「知」の集積と活用の場）が必要。

○ このため、昨年５月から有識者検討会（座長：妹尾堅一郎氏（NPO法人産学連携推進機構
理事長））を開催し、昨年９月に中間とりまとめを実施。その後、産学官連携協議会（準備
会）を立ち上げるとともに、試行的なセミナー・ワークショップ等を開催しつつ、本年３月
に平成28年度からの展開方向をとりまとめ予定。

背景及び経緯

農林水産・食品分野の知識・技術・人材 異分野の幅広い知識・技術人材

○ 「知」の集積と活用の場においては、生産現場の問題解決と経営革新につながる技術開発
を推進し、生産者の所得向上に貢献することを目指す。

○ オランダ（フードバレー）などの取組みを踏まえ、継続的な評価と改善を行いつつ、５年、
10年、15年という中長期的な視点で「知」の集積と活用の場を育てていくことが必要。

今後５年間の展開方向

①日本食・食産業の
グローバル展開

②健康長寿社会の
実現に向けた健康
増進産業の創出

④新たな生物系素材
産業の創出

③農林水産業の
情報産業化と生産
システムの革新

⑤次世代水産
増養殖業の創出

⑥世界の種苗産業に
おける日本イニシア

チブの実現

農林水産・食品産業のイノベーション創出

プロデューサー人材
(又はチーム)

生産者

食品ﾒｰｶｰ等
流通企業等

大学・研究機関

工業系ﾒｰｶｰ等

○多様な会員が集まり、会員の相
互交流を通じて研究開発プラッ
トフォームの形成を促進する場

「知」の集積と活用の場のイメージ

生産者 民間企業 大学 研究機関 自治体 金融機関 民間団体

○革新的な研究開発を行う場

研究コンソ—シアム

研究開発

プラットフォーム

○プロデューサー人材（※）（又
はチーム）が、商品化・事業化
に向けた研究戦略を策定し、マ
ネジメントする場

産学官連携協議会

(※)民間等での研究開発を通じた商品化・事
業化の経験等を有する、研究開発プラッ
トフォームの執行責任者
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